
 
令和元年９月遠野市議会定例会一般質問 

質  問  者 質   問   の   要   旨 答弁者 

小松 正真 議員 

（一問一答） 

１ 小友町外山 大規模太陽光発電工事について 

 (1) 事前協議の内容について 

 (2) 各種許認可について 

 (3) 再エネ審議会について 

 (4) 事業者との協定書について 

 (5) これまでの指導について 

 (6) 汚濁水が流れた状況をどのように把握しているか。 

 (7) 泥の流入阻止対策について 

 (8) 今後の対応について 

市 長 

菊池 美也 議員 

（一問一答） 

１ パートタイム・有期雇用労働法について 

(1) 同一労働同一賃金について、市長の考えを伺う。 

(2) 会計年度任用職員の財源は。 

(3) 中小企業への支援策について 

２ 幼児教育無償化で市町村に財源が生まれる。生まれた財源の使い道 

は。 

 (1) 幼児教育・保育の無償化について、見解を伺う。 

 (2) 保育料の無償化による、遠野のメリット、デメリットは。 

 (3) 無償化で生み出された財源の使い道は。 

 (4) 遠野にとって、より効果を上げる少子化対策は何か。 

市 長 

 

 

 

市 長 

 

小林 立栄 議員 

（一問一答） 

１ 防災・減災・復旧・復興の切れ目のない支援の充実を 

   自然災害が激甚化する中、集中豪雨や竜巻・突風・雷・大規模な火

災といった局地的に甚大な被害をもたらす自然災害も全国各地で頻

発している。住民の生命、財産、生活を守るために、防災・減災・復

旧・復興の切れ目のない対応が求められている。各対策の再確認と支

援の充実について伺う。 

(1) 東日本豪雨災害対応について～課題への対応、復旧復興の現状。 

 (2) 被災者支援システム（被災者台帳）の取組。 

 (3) 災害廃棄物処理の取組。 

 (4) 消防団員の負担軽減について 

 (5) 被災者への安定的な救助・生活再建への支援について 

２ 児童生徒の歯と口の健康づくりの推進を 

   歯と口の健康づくりは、生きる力を育む大事な取組である。教育長 

の考え、本市の取組を伺う。 

 (1) 歯と口の健康づくりについて 

 (2) 市内児童生徒の虫歯の現状と対策 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

荒川 栄悦 議員 

（一問一答） 

１ 小さな拠点による地域づくりについて 

(1) 市民センター構想、地区センター構想の検証について 

 (2) 市民協働指針の検証について 

 (3) 地域住民との話し合いの場について 

 (4) 人材育成のあり方について 

 (5) 地区センター運営のあり方について 

市 長 

佐々木僚平 議員 

（一括質問） 

１ 学校給食について 

 (1) 子どもの貧困と学校給食について 

 (2) 総合食育センター「ぱすぽる」について 

 (3) 学校給食無料化について 

２ 非核平和都市宣言について 

 (1) 原爆展の取組について 

 (2) 「非核平和都市宣言」の看板について 

教育長 

 

 

 

市 長 



佐々木大三郎議員 

（一問一答） 

１ 遠野ふるさと公社の事業内容について 

(1) 経営改革３か年計画は十分な現状分析のもとで、最適な改革案を策 

定されたものか。 

 (2) 今回の総括結果が出るまで、厳しい事業内容であったことの認識は 

なかったのか。 

 (3) イオンからの「結いの市」撤退についての真偽は。 

 (4) 風の丘創業 20 周年感謝祭の実施結果は。 

 (5) 新会社設立を計画しているようであるが、どのような会社になる 

か。 

２ ＪＲ遠野駅舎の活用策について 

 (1) 駅舎の一部に宿泊施設を設けるという案であるが、関係者との整 

合性を図られたか。 

(2) 建築にかかる費用の一部に民間資本を活用するということである 

が、集まらなかった場合の対応は。 

 (3) 駅舎の一部に公共施設を設けるということであるが、建築費に民間 

資本を導入してはどうか。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

菊池巳喜男 議員 

（一問一答） 

１ 遠野スタイル創造・発展総合戦略計画における重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）について 

 (1) 平成 30年度重要業績評価指標の達成状況について、どのように捉 

え今後の計画をどのように展開していこうとしているのか。 

 (2) 総合戦略策定での人口減少対策には、人口減少の抑制と人口構造の

若返りを基本方向性としているが、現実は厳しいものがある。どのよ

うに打開していこうとしているのか。 

２ 有害鳥獣駆除対策の現状と対策について 

 (1) 農業被害のみでなく市民にも危害が及んでいる。この現状をどのよ 

うに把握し対策を行っていこうとしているのか。 

 (2) ハンターが不足している中、駆除用わなの見直し、活用を強化して 

はどうか。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 

新田 勝見 議員 

（一問一答） 

１ 行政改革（地域づくり）推進基本方針について 

 (1) 地区センターのあり方について 

 (2) 職員減を地区センターに求めるのはいかがなものか。 

 (3) 行政区再編の目指すものは。 

 (4) 区長ヒアリングの意味は。 

 (5) 区長制度をなくし、自治会に支援する制度の課題について 

 (6) 農山村を活かした市政が必要ではないか。 

 (7) 消防団組織再編との整合性は。 

 (8) 工程表の狙いは。 

２ 高齢者免許返納に対する政策について 

 (1) 生活に支障をきたさない政策について 

３ 市民センター管理運営について 

 (1) 事業と管理の現状は。 

 (2) 管理運営を一本化できないか。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

市 長 

瀧本 孝一 議員 

（一問一答） 

１ 小さな拠点づくりと指定管理者制度の進め方について 

 (1) ６月定例会に引き続き、再度小さな拠点づくりの意義や地区センタ 

ーとの関わりについて 

(2) 人口減少等縮小社会における行政の市民サービスの限界や方向性 

と、行政依存から自立・脱却する地域社会の構築について 

(3) 地域の不安や理解不足の解消と周知について 

(4) 指定管理者制度のスケジュールについて 

(5) 地域の熟度醸成の中身や判定について 

(6) 地域運営組織の体制と育成支援について 

２ 定期的に帰省する介護等従事者への支援について 

(1) 市内の実家・高齢者介護施設・老健施設等へ、首都圏等から定期的 

に帰省して見守り介護等をする、家族・親族等の統計の有無や実態の 

把握について 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 



(2) 定期的帰省介護等見守り従事者の、経済的負担の認識について 

(3) 定期的帰省介護等見守り従事者への、帰省費用の支援策について 

(4) ふるさと納税制度と活用して、帰省費用の負担軽減をすることにつ 

いて 

 (5) 関係人口・交流人口等への影響の認識について 

菊池 浩士 議員 

（一問一答） 

１ ＪＲ釜石線に架かる現在封鎖されている高架橋について 

 ３月に封鎖されたままの橋が、いままでそのままの状況であること 

の経緯について 

(1) 今後、あの橋がどのようになるのか。 

 (2) いつ頃あの封鎖が解かれるのか。 

２ 小さな拠点に踏み切る指標はどこにあるのか 

   令和２年度から、段階的に始まることになっている、小さな拠点は、 

何を基準に判断しているのか。 

市 長 

 

 

 

 

市 長 

 



 


